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入
庁
式

2

表
紙
写
真
前
列
右
側
か
ら

中
嶋

隆
行
（
安
芸
署
）

尾
碕

蒼
平
（
四
万
十
署
）

池
本

龍
憂
馳
（
愛
媛
署
）

福
家

小
珀
（
徳
島
署
）

浦

遥
佳
（
森
林
整
備
課
）

玉
井

凜
（
安
芸
署
）

竹
内

純
一

局
長

岡
本

由
惟
（
嶺
北
署
）

岸
本

悠
平
（
四
万
十
署
）

川
畑

律
翔
（
愛
媛
署
）

手
塚

和
仁
（
香
川
所
）

櫻
井

拓
海
（
徳
島
署
）

多
田

研
人
（
保
全
課
）

横
川

佳
依
（
治
山
課
）

後
列
右
側
か
ら

神
崎

弘
治

総
務
企
画
部
長

片
岡

祥
平
（
資
源
活
用
課
）

三
浦

志
保
（
森
林
整
備
課
）

森
本

祐
平
（
治
山
課
）

渡
部

徹
（
保
全
課
）

宮
﨑

華
栄
（
経
理
課
）

小
川

和
幸

総
務
課
長

４
月
１
日
、
令
和
７
年
度
四
国

森
林
管
理
局
新
規
採
用
者
18
名
の

入
庁
式
を
局
議
室
に
お
い
て
行
い

ま
し
た
。

竹
内
四
国
森
林
管
理
局
長
か
ら
、

新
規
採
用
者
に
辞
令
が
手
渡
さ
れ
、

入
庁
者
を
代
表
し
て
計
画
保
全
部

治
山
課
の
横
川
佳
依
さ
ん
が
宣
誓

を
行
い
ま
し
た
。
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局
長
か
ら
は
、
入
庁
し
た
18
名
に

対
し
て
祝
意
を
表
さ
れ
た
あ
と
、
宣

誓
は
儀
礼
的
に
行
っ
て
い
る
も
の
で

は
な
く
宣
誓
文
に
は
国
家
公
務
員
と

し
て
の
行
動
原
理
・
原
則
が
凝
縮
さ

れ
て
お
り
、
採
用
さ
れ
て
か
ら
退
職

す
る
ま
で
肝
に
銘
じ
て
、
日
々
邁
進

し
て
ほ
し
い
。
日
々
の
心
が
け
次
第

で
、
い
く
ら
で
も
成
長
で
き
る
時
期

で
あ
り
、
仕
事
を
す
る
中
で
分
か
ら

な
い
こ
と
、
不
安
な
こ
と
も
あ
る
と

思
う
が
、
先
輩
職
員
が
優
し
く
、
時

に
は
厳
し
く
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
で
安

心
し
て
ほ
し
い
。
今
日
の
初
心
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
林
野
庁
職
員
と
し
て

の
矜
持
を
持
っ
て
自
由
に
の
び
の
び

と
仕
事
を
行
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
、
と
の
訓
示
が
あ
り
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
、
配
属
さ
れ
た
部
署
で
、

林
野
庁
の
職
員
と
し
て
勤
務
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
皆
様
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

新
規
採
用
者
の
皆
様
、
入
庁
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。



令
和
６
年
度
治
山
・

林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰
式
の
開
催

３
月
７
日
、
令
和
６
年
度
四
国

森
林
管
理
局
治
山
・
林
道
工
事
コ

ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し

た
。本

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
令
和
５
年

度
に
完
成
し
た
森
林
土
木
工
事
を

対
象
に
、
事
業
効
果
が
顕
著
で
あ

り
、
工
事
内
容
が
良
好
で
他
の
模

範
と
な
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に

つ
い
て
書
類
・
現
地
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
特
に
優
秀
な
も
の

と
し
て
、
治
山
工
事
１
件
、
林
道

工
事
３
件
の
４
件
が
林
野
庁
長
官

賞
、
治
山
工
事
７
件
、
林
道
工
事

４
件
の
11
件
が
、
四
国
森
林
管
理

局
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
林
野
庁
長
官
賞
の
表
彰

式
は
、
２
月
18
日
に
林
野
庁
に
お

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

〈
治
山
課
・
森
林
整
備
課
〉

受賞された皆様

◆
林
野
庁
長
官
賞
（
敬
称
略
）

〇
吉
野
川
上
流
地
区
仁
尾
ケ
内

（
上
）
復
旧
治
山
工
事

《
嶺
北
署
発
注
》

明
治
建
設(

有)

代
表
取
締
役

川
﨑

篤
志

〇
奥
藤
林
道
改
良
工
事

《
四
万
十
署
発
注
》

(

株)

井
原
組

代
表
取
締
役

井
原

貴
仁

〇
西
又
東
又
林
道
災
害
復
旧
工
事

《
安
芸
署
発
注
》

魚
梁
瀬
産
業(

有)

代
表
取
締
役

五
百
藏

浩
二

〇
長
滝
林
業
専
用
道
新
設
工
事

《
安
芸
署
発
注
》

湯
浅
建
設(

株)

代
表
取
締
役
社
長

湯
浅

雅
喜

◆
四
国
森
林
管
理
局
長
賞
（
敬
称

略
）

【
工
事
表
彰
】

〇
祖
谷
川
地
区
小
川
（
下
）
地
す
べ

り
防
止
工
事

《
徳
島
署
発
注
》

(

有)

上
西
組

代
表
取
締
役

上
西

光
男

〇
常
泉
畑
山
（
４
０
０
２
）
復
旧
治

山
工
事

《
四
万
十
署
発
注
》

(

株)

田
邊
建
設

代
表
取
締
役

田
邊

一
也

〇
吉
野
川
上
流
地
区
仁
尾
ヶ
内
復
旧

治
山
工
事

《
嶺
北
署
発
注
》

(

株)

山
全

代
表
取
締
役

牛
尾

正
治

〇
ヒ
カ
リ
石
（
９
１
）
復
旧
治
山
工

事《
高
知
中
部
署
発
注
》

片
田
丸
吉
建
設
工
業

(

株)

代
表
取
締
役

山
﨑

秀
治

〇
麦
生
土
（
２
３
）
復
旧
治
山
工
事

《
高
知
中
部
署
発
注
》

(
有)

西
野
建
設

代
表
取
締
役

西
野

桂

〇
久
木
山
（
２
０
８
３
）
復
旧
治
山

工
事

《
安
芸
署
発
注
》

湯
浅
建
設(

株)

代
表
取
締
役
社
長

湯
浅

雅
喜

〇
矢
筈
谷
山
（
１
１
２
４
）
復
旧
治

山
工
事

《
安
芸
署
発
注
》

魚
梁
瀬
産
業(

有)

代
表
取
締
役

五
百
藏

浩
二

〇
柞
多
尾
６
３
林
業
専
用
道
新
設
工

事《
香
川
所
発
注
》

大
西
建
設(

株)

代
表
取
締
役

衣
斐

恵
美
子

〇
堂
ヶ
林
業
専
用
道
新
設
工
事

《
四
万
十
署
発
注
》

(

有)

松
元
建
設

代
表
取
締
役

松
元

秀
人

〇
西
谷
林
道
改
良
工
事

《
四
万
十
署
発
注
》

(

有)

黒
尊
建
設

代
表
取
締
役

石
川

香
里

〇
十
八
川
林
道
災
害
復
旧
外
1
工
事

《
四
万
十
署
発
注
》

(

株)

大
塚
建
設
工
業
所

代
表
取
締
役

大
塚

敦
士

【
技
術
者
表
彰
】

〇
吉
野
川
上
流
地
区
仁
尾
ケ
内

（
上
）
復
旧
治
山
工
事

現
場
代
理
人
・
主
任
技
術
者

中
町

幸
久
（
明
治
建
設(

有)

）

監
督
職
員

黒
岩

玲
子
（
嶺
北

署
）

〇
奥
藤
林
道
改
良
工
事

現
場
代
理
人
・
主
任
技
術
者
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4

矢
野

初
男
（(

株)

井
原
組
）

監
督
職
員

加
用

貴
章
（
森
林

整
備
課
）

〇
西
又
東
又
林
道
災
害
復
旧
工
事

現
場
代
理
人

小
松

孝
志

主
任
技
術
者

野
﨑

英
雄

（
魚
梁
瀬
産
業(
株)
）

監
督
職
員

藤
永

裕
文
（
高
知

中
部
署
）

〇
長
滝
林
業
専
用
道
新
設
工
事

現
場
代
理
人
・
主
任
技
術
者

山
﨑

和
幸
（
湯
浅
建
設(

株)
)
 

監
督
職
員

芦
原

雅
人
（
安
芸

署
）今

回
、
受
賞
さ
れ
た
皆
様
の
功

績
を
た
た
え
、
長
年
の
努
力
に
敬

意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も

よ
り
一
層
模
範
と
な
る
工
事
を
期

待
い
た
し
ま
す
。

四
国
森
林
管
理
局
で
は
、
全
国

的
に
多
発
化
し
て
い
る
自
然
災
害

か
ら
地
域
の
安
全
・
安
心
を
確
保

す
る
た
め
、
治
山
施
設
を
整
備
し

土
砂
流
出
の
抑
止
や
森
林
の
保
全

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
健
全
な
森
林
の
維
持
増

進
の
た
め
に
、
林
道
な
ど
の
路
網

整
備
に
も
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
引
き
続
き
安
全
な
国
土
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

吉野川上流地区仁尾ケ内（上）
復旧治山工事

西又東又林道災害復旧工事

奥藤林道改良工事 長滝林業専用道新設工事

グリーン四国 № 1261



3
月
７
日
、
緑
の
守
り
手
事
業

者
認
定
証
授
与
式
を
行
い
ま
し
た
。

緑
の
守
り
手
認
定
事
業
者
制
度
は
、

森
林
土
木
事
業
者
の
「
継
続
貢
献

（
森
林
土
木
）
」
、
「
災
害
対
応

活
動
」
、
「
国
土
緑
化
活
動
」
、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
、
「
若

手
技
術
者
確
保
・
育
成
へ
の
取
り

組
み
」
、
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
行
」
の
取

り
組
み
を
認
定
項
目
と
し
、
全
項

目
取
得
者
は
認
定
グ
レ
ー
ド
「
プ

ラ
チ
ナ
」
、
４
～
５
項
目
取
得
者

は
「
ゴ
ー
ル
ド
」
、
２
～
３
項
目

取
得
者
を
「
シ
ル
バ
ー
」
と
し
て

認
定
す
る
も
の
で
す
。

今
回
、
申
請
が
あ
っ
た
26
事
業

者
の
う
ち
、
10
事
業
者
を
「
プ
ラ

チ
ナ
」
、
16
事
業
者
を
「
ゴ
ー
ル

ド
」
に
認
定
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
「
プ
ラ
チ
ナ
」
認
定

を
受
け
た
事
業
者
が
授
与
式
に
参

加
、
「
ゴ
ー
ル
ド
」
認
定
者
に
は

認
定
証
を
送
付
し
ま
し
た
。

認
定
グ
レ
ー
ド
と
認
定
事
業
者

は
次
の
通
り
で
す
。

◆
プ
ラ
チ
ナ
事
業
者
（
敬
称
略
）

〇
株
式
会
社

山
全

〇
有
限
会
社

上
西
組

〇
有
限
会
社

十
和
建
設

〇
株
式
会
社

晃
立

〇
山
下
産
業

株
式
会
社

〇
明
治
建
設

有
限
会
社

〇
有
限
会
社

西
野
建
設

〇
森
本
産
業

有
限
会
社

〇
魚
梁
瀬
産
業

有
限
会
社

〇
湯
浅
建
設

株
式
会
社

◆
ゴ
ー
ル
ド
事
業
者(

敬
称
略
）

〇
株
式
会
社

原
田
組

〇
有
限
会
社

続
組

〇
多
田
工
業

株
式
会
社

〇
大
字
建
設

株
式
会
社

〇
一
若
建
設

株
式
会
社

〇
有
限
会
社

黒
尊
建
設

〇
株
式
会
社

大
塚
建
設
工
業
所

〇
有
限
会
社

三
浦
建
設

〇
株
式
会
社

田
邊
建
設

〇
有
限
会
社

松
元
建
設

〇
高
大
建
設

株
式
会
社

〇
株
式
会
社

不
二
土
木

〇
有
限
会
社

大
谷
組

〇
片
田
丸
吉
建
設
工
業

株
式
会
社

〇
有
限
会
社

竹
崎
建
設

〇
有
限
会
社

金
本
組

今
回
、
認
定
さ
れ
た
皆
様
は
、
治

山
・
林
道
施
設
の
整
備
や
維
持
管

理
の
担
い
手
で
あ
り
、
災
害
時
に

は
最
前
線
で
地
域
社
会
の
安
全
を

確
保
す
る
重
要
な
役
割
を
担
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
活
動
す
る

現
場
の
多
く
が
山
間
奥
地
の
た
め
、

そ
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
広
く

地
域
住
民
等
に
認
知
さ
れ
て
い
る

と
は
言
い
難
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。四

国
森
林
管
理
局
で
は
、
本
認

定
制
度
に
よ
り
、
森
林
土
木
事
業

者
が
こ
れ
ま
で
地
域
で
果
た
し
て

き
た
様
々
な
役
割
・
貢
献
に
つ
い

て
「
見
え
る
化
」
す
る
と
と
も
に
、

地
域
住
民
等
に
対
す
る
認
知
度
を

高
め
て
い
け
る
よ
う
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

緑
の
守
り
手
事
業
者

認
定
証
授
与
式
の
開
催

〈
治
山
課
・
森
林
整
備
課
〉

認定者の皆様

グリーン四国 № 1261
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と
ど
け
！
世
界
へ
！

高
知
の
木
色(

ね
い
ろ)

！

6

２
月
26
日
、
高
知
県
内
の
林
業

経
営
者
等
有
志
に
よ
る
「
土
佐
林

業
ク
ラ
ブ
」(

会
長:

溝
渕
真
一
氏

(

溝
渕
林
業
株
式
会
社)

)

の
総
会
が

高
知
会
館
で
開
催
さ
れ
、
終
了
後
、

魚
梁
瀬
ス
ギ
を
使
っ
た
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
、
同
ク

ラ
ブ
会
員
の
溝
渕
大
記
氏
（
溝
渕

木
材
工
業
株
式
会
社
）
が
、
高
知

県
在
住
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
川

村
陽
華
さ
ん
か
ら
「
国
産
材
で
作

ら
れ
て
い
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
本

当
に
少
な
い
。
」
と
の
話
を
聞
き
、

「
高
知
の
木
で
作
っ
た
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
は
ど
ん
な
音
色
が
す
る
の
だ

ろ
う
か
？
木
の
柔
ら
か
さ
や
、
素

直
さ
を
音
で
表
現
出
来
た
ら
世
界

に
発
信
で
き
る
の
で
は
。
」
と
の

思
い
で
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

で
き
れ
ば
高
知
県
内
の
工
房
で
製

作
を
と
思
い
、
本
場
イ
タ
リ
ア
で

修
業
後
四
万
十
町
内
で
開
業
し
た

「
高
橋
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
工
房
」
を

探
し
出
し
、
昨
年
9
月
に
誕
生
し

た
そ
う
で
す
。

〈
局
技
術
普
及
課
〉

通
常
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
主
に
広

葉
樹
を
使
用
し
て
製
作
さ
れ
ま
す

が
、
こ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
は
、

表
板
に
旧
魚
梁
瀬
営
林
署
生
産
の

魚
梁
瀬
ス
ギ
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

表
板
は
ヒ
ノ
キ
か
ス
ギ
か
で
悩
ま

れ
た
そ
う
で
す
が
、
や
は
り
高
知

を
代
表
す
る
魚
梁
瀬
ス
ギ
を
使
い
、

裏
面
に
は
5
年
前
に
テ
ー
ブ
ル
の

板
と
し
て
パ
リ
へ
飛
び
た
っ
た
ト

ラ
杢
も
美
し
い
県
内
産
の
ミ
ズ
メ

ザ
ク
ラ
を
願
掛
け
で
選
択
し
た
と

の
こ
と
で
す
。

溝
渕
氏
に
よ
る
と
魚
梁
瀬
ス
ギ

の
材
料
は
、
溝
渕
氏
の
父
親
で
も

あ
る
社
長
が
、
約
40
年
前
に
入
札

で
落
札
し
、
念
願
の
魚
梁
瀬
ス
ギ

が
手
に
入
り
「
う
れ
し
く
て
た
ま

ら
な
か
っ
た
」
と
大
変
喜
ん
で
い

た
こ
と
を
記
憶
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
社
長
に
ば
れ
な
い
よ
う
、
足
場

も
ま
ま
な
ら
な
い
倉
庫
の
奥
深
く

で
、
携
帯
の
ラ
イ
ト
を
頼
り
に
半

日
か
け
て
こ
っ
そ
り
と
魚
梁
瀬
ス

ギ
の
板
を
探
し
出
す
苦
労
も
あ
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。

製
作
後
は
、
機
会
を
捉
え
て
川

村
さ
ん
に
演
奏
し
て
も
ら
い
、
高

知
の
方
々
に
聴
い
て
い
た
だ
い
て

い
る
中
で
、
木
色
（
ね
い
ろ
）
に

つ
い
て
「
落
ち
着
い
た
響
き
」
、

「
や
わ
ら
か
い
」
と
い
っ
た
声
も

あ
り
、
海
を
越
え
フ
ラ
ン
ス
で
活

躍
し
て
い
る
お
弟
子
さ
ん
に
演
奏

し
て
も
ら
う
予
定
も
あ
る
と
の
こ

と
で
す
。

今
後
は
、
地
域
の
演
奏
会
な
ど

で
会
場
に
来
ら
れ
た
方
々
へ
の
サ

プ
ラ
イ
ズ
と
し
て
直
に
木
色(

ね
い

ろ)

を
楽
し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
と
の

お
話
で
あ
り
、
高
知
の
木
の
魅
力

を
モ
ノ
だ
け
で
は
な
く
、
音
で
も

全
国
に
、
そ
し
て
世
界
に
発
信
し

て
い
く
こ
と
を
計
画
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。
材
木
倉
庫
の
奥
で
密

か
に
眠
り
、
溝
渕
大
記
氏
の
発
想

力
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
っ
た
お
宝
魚
梁
瀬
ス
ギ
が
、

楽
器
と
し
て
も
後
世
に
ま
で
受
け

継
が
れ
て
行
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

土佐林業クラブ総会後の演奏風景
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３
月
13
日
、
高
知
県
高
岡
郡
四
万

十
町
野
々
川
山
国
有
林
の
立
木
販
売

箇
所
に
お
い
て
、
当
署
管
内
の
森
林

官
、
若
手
職
員
な
ど
計
17
名
が
参
加

し
、
「
架
線
に
よ
る
集
材
作
業
現
地

勉
強
会
（
エ
ン
ド
レ
ス
タ
イ
ラ
ー
方

式
）
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

勉
強
会
の
現
地
で
は
立
木
販
売
の

買
受
業
者
で
あ
る
（
株
）
高
知
官
材

が
、
エ
ン
ド
レ
ス
タ
イ
ラ
ー
方
式
の

架
線
集
材
を
用
い
て
、
材
の
搬
出
を

行
っ
て
い
ま
す
。
エ
ン
ド
レ
ス
タ
イ

ラ
ー
方
式
と
は
、
エ
ン
ド
レ
ス
索
の

両
端
に
搬
器
を
取
り
付
け
る
こ
と
で

運
転
・
横
取
り
・
荷
下
ろ
し
が
容
易

か
つ
大
面
積
の
皆
伐
に
適
す
る
方
式

で
す
。
搬
器
に
引
き
戻
し
索
付
き
の

重
り
が
備
わ
っ
て
い
る
た
め
、
主
索

下
か
ら
離
れ
た
場
所
で
あ
っ
て
も
材

の
搬
出
が
行
え
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

勉
強
会
で
は
ま
ず
初
め
に
、
四
万

十
署
長
よ
り
架
線
集
材
の
特
徴
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
架
線
集
材
は
地

形
に
よ
る
制
約
を
受
け
に
く
い
こ
と
、

土
壌
撹
拌
に
よ
る
環
境
へ
の
負
担
が

少
な
い
こ
と
等
を
学
ん
だ
後
、
実
際

〈
四
万
十
森
林
管
理
署
〉

に
材
を
搬
出
し
て
い
る
様
子
を
見

学
し
ま
し
た
。

機
械
の
操
縦
者
は
ト
ラ
ン
シ
ー

バ
ー
を
用
い
て
荷
掛
者
と
連
絡
を

と
り
、
常
に
安
全
を
確
保
し
な
が

ら
作
業
を
行
っ
て
お
り
、
参
加
者

は
思
い
思
い
に
気
に
な
る
点
に
つ

い
て
そ
の
都
度
、
質
問
を
重
ね
て

い
ま
し
た
。

そ
の
後
の
高
知
官
材
門
脇
氏
と

の
質
疑
応
答
の
時
間
で
は
、
天
候

に
左
右
さ
れ
る
の
か
否
か
や
ワ
イ

ヤ
ー
の
耐
久
性
、
搬
出
さ
れ
た
木

材
の
販
売
先
等
に
つ
い
て
の
質
問

が
職
員
か
ら
出
さ
れ
、
天
候
に
つ

い
て
は
ほ
と
ん
ど
影
響
を
受
け
な

い
こ
と
、
ワ
イ
ヤ
ー
の
耐
久
性
に

つ
い
て
エ
ン
ド
レ
ス
索
な
ど
は
１

回
き
り
の
使
用
に
な
る
と
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

今
回
の
勉
強
会
は
、
減
少
す
る

架
線
集
材
の
現
場
を
学
べ
た
非
常

に
有
意
義
な
も
の
で
あ
り
、
急
峻

な
地
形
が
多
い
四
国
内
に
お
い
て
、

重
要
な
搬
出
方
法
で
あ
る
架
線
集

材
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
や
考
え
ら

れ
る
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
機
会

に
な
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

四
万
十
森
林
管
理
署
で
は
、
こ

れ
か
ら
も
林
地
保
全
に
配
慮
す
る

と
と
も
に
よ
り
効
率
的
な
施
業
の

推
進
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
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架
線
に
よ
る

集
材
作
業
現
地
勉
強
会

(

エ
ン
ド
レ
ス
タ
イ
ラ
ー
方
式
）
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大
島
小
学
校
で

山
の
学
習

8

〇
概
要

宿
毛
市
立
大
島
小
学
校
か
ら
、

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
山
の

学
習
を
し
て
い
る
。
児
童
た
ち
が

森
林
の
持
つ
意
義
や
環
境
に
つ
い

て
深
く
考
え
る
中
で
出
て
き
た
質

問
に
対
し
て
答
え
て
欲
し
い
。
ま

た
、
木
工
教
室
は
小
物
作
り
を
指

導
し
て
も
ら
い
た
い
。
」
と
の
要

請
が
あ
り
、
３
月
14
日
に
、
５
年

生
19
名
を
対
象
に
対
応
し
ま
し
た
。

○
森
林
教
室

「
最
近
の
森
林
火
災
で
、
日
本

の
緑
は
減
り
ま
す
か
？
」
「
間
伐

す
る
と
き
に
、
気
を
付
け
て
い
る

こ
と
は
何
で
す
か
？
」
な
ど
の
事

前
に
い
た
だ
い
た
35
個
の
質
問
に

つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
回

答
し
ま
し
た
。
活
動
時
間
が
限
ら

れ
て
い
る
た
め
、
説
明
は
一
部
を

割
愛
し
て
進
め
、
回
答
を
配
る
こ

と
を
事
前
に
学
校
と
打
合
せ
を
し

た
う
え
で
進
め
ま
し
た
。

〈
四
万
十
川
森
林
ふ
れ
あ
い

推
進
セ
ン
タ
ー
〉

説
明
資
料
の
収
集
に
は
、
宿
毛
市

や
四
万
十
市
の
林
務
担
当
者
に
も
協

力
し
て
い
た
だ
き
、
最
新
の
農
林
業

セ
ン
サ
ス
に
基
づ
き
資
料
を
作
り
ま

し
た
。
ま
た
、
切
り
株
の
年
輪
や
柔

ら
か
い
木
と
い
っ
た
質
問
に
対
し
て

は
、
ス
ギ
の
大
き
な
輪
切
り
、
年
輪

が
無
い
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
木
片
、
世

界
一
硬
く
重
い
木
リ
グ
ナ
ム
バ
イ
タ
、

世
界
一
柔
ら
か
く
軽
い
木
バ
ル
サ
、

集
成
材
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成
材
）

な
ど
の
木
材
の
サ
ン
プ
ル
を
見
せ
て

説
明
し
ま
し
た
。

○
木
工
教
室

木
工
教
室
で
は
、
最
初
に
カ
ナ
ヅ

チ
や
ク
ギ
、
ボ
ン
ド
の
使
い
方
や
木

工
工
作
の
作
り
方
、
注
意
点
を
説
明

し
た
上
で
、
ヒ
ノ
キ
無
垢(

む
く)

板

を
使
用
し
た
「
ス
ー
パ
ー
ハ
ッ
ピ
ー

小
箱
」
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

釘
打
ち
の
合
間
に
、
ヒ
ノ
キ
の
香

り
や
木
製
品
特
有
の
手
触
り
の
良
さ

に
触
れ
て
も
ら
い
つ
つ
、
升
の
よ
う

な
四
角
の
形
の
箱
が
出
来
た
ら
、
次

に
底
に
フ
ェ
ル
ト
を
敷
い
て
、
Ｘ
型

の
仕
切
り
板
を
入
れ
、
肉
球
を
か
た

ど
っ
た
蓋
を
付
け
ま
す
。
最
後
に
、

各
自
が
製
作
し
た
小
箱
に
自
由
な
発

想
で
木
の
実
、
木
片
、
小
枝
、
シ
ー

ル
な
ど
で
飾
り
付
け
を
し
て
、

「
ス
ー
パ
ー
ハ
ッ
ピ
ー
小
箱
」
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

◯
お
わ
り
に

児
童
の
代
表
か
ら
「
森
林(

し
ん

り
ん)

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
ハ
ッ
ピ
ー

小
箱
を
作
る
の
は
と
っ
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」
と
お
礼
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
引
き
続
き
、

教
科
書
と
の
リ
ン
ク
な
ど
学
校
等

教
育
機
関
の
要
請
に
も
応
え
つ
つ

児
童
・
生
徒
を
対
象
と
し
た
森
林

環
境
教
育
へ
の
支
援
活
動
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。
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「スーパーハッピー小箱」作りの様子
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尾前 幸太郎

●平成４年４月
林野庁管理部管理課採用

●令和５年４月
林野庁国有林野部経営企画

課国有林野総合利用推進室長
●令和７年４月 現職

近藤 昭夫

●平成13年４月
九州森林管理局計画部計画

課経営企画係採用
●令和５年４月

林野庁国有林野部業務課課
長補佐（総括）
●令和７年４月 現職

福長 絢一郎

●平成18年４月
林野庁国有林野部管理課採

用
●令和５年４月

林野庁森林整備部治山課課
長補佐（企画班担当）
●令和７年４月 現職

立居場 一徳

●昭和60年４月
高知営林局川崎営林署経営

課採用
●令和４年10月

四国森林管理局計画保全部
保全課企画官
●令和７年４月 現職

計画保全部長

黒岩 厚二

●昭和61年４月
高知営林局窪川営林署事業

課採用
●令和６年４月

四国森林管理局計画保全部
治山技術専門官
●令和７年４月 現職

渡辺 督巳

●昭和59年４月
高知営林局窪川営林署経営

課採用
●令和４年４月

四国森林管理局森林整備部
森林技術・支援センター所長
●令和７年４月 現職

計画保全部長
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増田 尚一

●平成４年４月
高知営林局事業部利用課採

用
●令和４年４月

四国森林管理局森林整備部
企画官（木材需給対策担当）
●令和７年４月 現職

森 裕一

●昭和59年４月
高知営林局宿毛営林署事業

課採用
●令和４年４月
四国森林管理局森林整備部自
然再生指導官（四万十川森林
ふれあい推進センター）
●令和７年４月 現職

一村 道明

●平成元年３月
熊本営林局鹿屋営林署経営

課造林係採用
●令和４年４月

林野庁森林整備部整備課災
害査定官
●令和７年４月 現職

山口 正浩

●平成元年４月
高知営林局窪川営林署事業

課採用
●令和４年４月

林野庁森林整備部整備課課
長補佐（造林資材班担当）
●令和７年４月 現職

牧尾 幸之助

●昭和60年４月
高知営林局窪川営林署事業

課採用
●令和４年４月

四国森林管理局計画保全部
保全課長
●令和７年４月 現職
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四国森林管理局・署（所）問い合わせ先

   国有林に入林する際には、 以下の事項について注意してください。
①草木やキノコなどの採取、樹木の伐採や損傷をしないでください。
②自然保護などのために立入が制限されている箇所へは入らないでください。
③ゴミは持ち帰りましょう。
④枯木や枯れ枝は危険ですので、近寄らないでください。
⑤タバコなど火の取扱いには十分注意してください。
⑥林道は未舗装箇所が多数あります。通行の際はご注意ください

登山は自己責任です。天候や登山情報を確認し、十分な装備で入山してください。また、ご家族へ行き先
を告げるとともに、登山目的地を管轄する警察署等へ登山計画書を提出してください。

入林される皆様への注意事項

名称 住所 TEL

四国森林管理局 高知県高知市丸ノ内1-3-30 088-821-2210 

徳島森林管理署 徳島県徳島市川内町鶴島239-1 088-637-1230

愛媛森林管理署 愛媛県松山市朝美2-6-32 089-924-0550

四万十森林管理署 高知県四万十市中村丸の内1707-34 0880-34-3155

嶺北森林管理署 高知県長岡郡本山町本山850 0887-76-2110

高知中部森林管理署 高知県香美市物部町大栃1539 0887-58-3131

安芸森林管理署 高知県安芸市川北乙1773-6 0887-34-3145

香川森林管理事務所 香川県高松市上之町2-8-26 087-866-6622
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四国森林管理局・署（所）

お問い合わせ先
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凡例

国有林野

森林管理局 山

森林管理署(所)
・センター

山

香川森林管理事務所

徳島森林管理署

高知中部森林管理署

安芸森林管理署

四万十森林管理署

四国森林管理局

嶺北森林管理署

愛媛森林管理署
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